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南緯［deg］ 
ら、博士後期課程への入学を
3年次編入学とする弾力的な
「5年一貫制の博士課程」へ改
組を予定している。
麻生武彦（北極圏環境研究セン
ター・教授）
図1 電磁誘導法による海氷厚観測の原理
図2 44次往路で観測された氷厚分布
法人化前の最後の号となり
ました。2月という時節柄、
南極の夏期活動のニュース
が伝わってきます。次号以
降も、南極観測の成果、極
地研法人化、インテルサッ
ト通信の幕開け、展示ホー
ルリニューアル、研究トピ
ックス等、多くの話題をホ
ットにお伝えしていきたい
と思います。
（藤田秀二）
